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中山町情報・物産館 

　
水
田
耕
作
の
た
め
の
溜
池
は
丘

陵
の
間
の
峡
谷
や
平
地
の
出
口
に

作
ら
れ
ま
し
た
。

　
水
を
堰
き
止
め
る
た
め
の
堤
防

は
土
砂
を
盛
り
上
げ
て
築
か
れ
ま

し
た
が
、
堤
防
の
土
砂
は
近
く
の

丘
陵
か
ら
採
取
さ
れ
ま
し
た
。

　
土
砂
の
土
質
は
火
山
性
の
砂
や

粘
土
の
た
め
、
つ
き
固
め
て
堤
防

と
し
ま
し
た
が
、
大
雨
に
よ
る
出

水
に
は
耐
え
ら
れ
ず
度
々
崩
壊
し

ま
し
た
。

　
岡
村
大
堤
は
岡
・
小
塩
・
土
橋
・

長
崎
の
４
カ
村
の
用
水
溜
池
と
し

て
、
正
保
元
年
（
１
６
４
４
）
に

本
格
的
な
築
造
に
よ
り
出
来
上
が

り
ま
し
た
。

　
元
禄
１０
年
（
１
６
９
７
）
に
土

手
が
破
れ
ま
し
た
が
、
土
手
を
高

く
し
て
貯
水
量
を
増
や
し
た
い
と

人
足
４
０
０
人
と
樋
木
の
申
請
を

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、宝
暦
７
年
（
１
７
５
７
）

７
月
に
は
再
び
堤
が
決
壊
し
ま
し

た
が
、
こ
の
時
の
被
害
は
大
き
く

小
塩
・
長
崎
・
土
橋
・
岡
の
４
カ

村
に
長
瀞
代
官
と
漆
山
代
官
と
が

立
ち
会
っ
て
修
理
が
図
ら
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
年
の
５
月
２２
日
か
ら
の
大

第８１話　岡村大堤の普請

雨
で
柳
沢
・
金
沢
の
溜
池
も
大
破

し
て
い
ま
す
。

　
岡
村
大
堤
は
樋
伏
込
堤
の
形
式

で
造
ら
れ
、
水
を
放
出
す
る
部
分

に
大
き
な
樋（
集
水
管
）を
沈
め
、

こ
こ
か
ら
堤
外
の
水
路
に
く
み
出

す
も
の
で
し
た
。

　
用
水
溜
池
か
ら
水
を
取
り
出
す

た
め
埋
め
た
樋
が
最
初
の
伏
込
み

の
あ
と
伏
替
え
が
な
く
、
腐
っ
て

し
ま
う
と
樋
口
か
ら
水
漏
れ
す
る

よ
う
に
な
り
、
用
水
を
く
み
出
す

に
も
支
障
が
生
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
宝
暦
１２
年
４
月
、

柴
橋
代
官
所
に
普
請
手
当
を
願
い

出
て
、
自
普
請
を
含
め
て
、
松
の

丸
太
３７
本
、
大
工
３
０
０
人
、
木こ

挽び
き

１５
人
、
人
足
４
２
２
人
を
か
け

た
大
掛
か
か
り
な
伏
替
え
工
事
を

行
い
ま
し
た
。

【
用
語
の
説
明
】

木こ

挽び
き
…
木
材
を
大お

鋸が

を
使
用
し
て

挽
き
き
る
こ
と
及
び
そ
れ
を
職
業

と
す
る
者
の
こ
と
。

※
参
考　
中
山
町
史　
中
巻
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第
９
章
第
１
節　
風
水
害
と
対

策

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆
１１
月
７
日
、
山
形
農
業
協
同
組
合
か

ら
、
道
路
の
安
全
確
保
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
４
基
が
寄
附
さ

れ
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
対
策
の
一
環
と
し
て
昭
和

４８
年
か
ら
寄
贈
し

て
い
た
だ
い
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
町

へ
の
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
寄
附
は
１

９
２
基
に
も
な
り

ま
し
た
。

◆
長
崎
小
学
校
に
タ
ニ
イ
チ
食
品
株
式

会
社
（
宮
城
県
塩
釜
市
・
渋
谷
秀
夫
社

長
）
か
ら
揚
げ
か
ま
ぼ
こ
「
た
こ
ち
ゅ

う
」
５
２
０
個
を
寄
附
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

◆
「
第
３３
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
山
形
県
山
形
地
区
大
会
」で
、

今
野
和
浩
さ
ん
（
中
山
中
３
年
）
が
、

山
形
協
議
会
奨
励
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

◆
「
平
成
２５
年
度
山
形
県
小
学
生
人
権

書
道
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
奥
山
璃
胡
さ

ん
（
長
崎
小
６
年
）
と
今
田
瑞
穂
さ
ん

（
豊
田
小
６
年
）
が
山
形
協
議
会
奨
励

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
１０
月
３０
日
か
ら
１１
月
５
日
の
期
間
、
中
山

町
芸
術
文
化
協
会
が
主
催
す
る
「
第
４５
回
中

山
町
芸
文
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
１０
月
３０
日
に
は
総
合
体
育
館
で

「
芸
文
祭
参
加
音
楽
会
」
が
開
催
さ
れ
、
町

内
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
金
管
バ
ン

ド
・
吹
奏
楽
の
演
奏
や
合
唱
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
音
楽
会
の
最
後
に
は
「
中
山

町
オ
リ
オ
ン
コ
ー
ル
」
の
皆
さ
ん
が
、
透
き

と
お
っ
た
美
し
い
歌
声
を
披
露
し
、
音
楽
祭

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
１１
月
３
日
に
は
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
ス

テ
ー
ジ
で
、
倭
楽
・
詩
吟
・
新
舞
踊
・
民
舞

踊
・
剣
詩
舞
な
ど
の
合
同
発
表
会
が
開
催
さ

れ
、
表
現
力
豊
か
な
踊
り
に
、
観
客
か
ら
は

盛
ん
に
手
拍
子
や
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
謡
曲
が
披
露
さ
れ
た
り
、
お
茶
席

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
１１
月
２
日
か
ら
５
日
ま
で
は
、
中
央
公
民

館
１
階
に
お
い
て
、
生
け
花
展
、
短
歌
作
品

展
、
２
階
で
は
絵
画
、
写
真
、
書
道
、
民
俗

研
究
、
俳
句
の
様
々
な
作
品
を
展
示
。
そ
れ

ぞ
れ
に
趣
向
を
凝
ら
し
、
個
性
豊
か
な
力
作

の
数
々
に
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
足
を
止
め
て

じ
っ
く
り
と
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
７
日
間
に
わ
た
る
バ
ラ
エ
テ
ィ

豊
か
な
芸
文
祭
は
、
友
人
同
士
や
家
族
連
れ

な
ど
が
訪
れ
、
芸
術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
く
、

今
年
も
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
お
ろ
し
ま
し

た
。

芸
術
文
化
の
秋
の
祭
典�

芸 

文 

祭

倭楽保存会による倭
やまと
舞
まい

お茶席

長崎小６年生 中山オリオンコールの美しい歌声

豊田小２年生 秋の素謡会

合同発表会の司会は、
町内出身フリーアナウ
ンサーの大津幸恵さん
がつとめました。
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